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ペ
ン
シ
ョ
ン
材
、
自
然
勝
路
（
森
林
浴
）
な
ど
．
ど
ん
な
遊
び
（
ス

ポ
ー
ツ
）
が
で
き
る
・
の
か
と
い
う
と
、
ス
キ
ｉ
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

、
リ
ー
、
ボ
ブ
ス
レ
ｉ
、
ス
ノ
ー
モ
↑
ピ
ル
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
↑
チ
ェ

リ
ー
、
夕
Ｉ
ゲ
ッ
ト
ア
ー
チ
エ
リ
ｔ
、
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ト
ッ
な
ど

な
ど
（
全
て
カ
タ
カ
ナ
、
こ
の
狸
の
も
・
の
は
も
っ
と
わ
か
り
や
す

く
書
い
て
欲
し
い
も
の
で
す
）
。

美
笛
地
区
ば
、
約
エ
ハ
ー
ヘ
ク
タ
ｉ
ル
。
支
笏
湖
西
湖
畔
に
接

す
る
地
域
で
す
。
こ
こ
で
は
、
公
共
施
設
区
（
レ
ス
，
ｒ
ハ
ウ
ス
な

ど
）
、
宿
泊
施
設
区
（
三
百
名
収
容
の
ホ
テ
ル
。
プ
聖
；
ル
な
ど
）
、

運
動
施
設
区
（
テ
ニ
ヲ
〈
．
ｉ
ト
な
ど
）
、
園
地
麓
（
広
場
、
出
草
園

な
ど
）
、
に
区
分
き
れ
て
い
ま
す
。

問
題
と
な
る
の
ほ
、
一
つ
に
国
立
公
鰯
と
い
う
保
護
区
で
あ
る

こ
と
。
一
君
目
に
白
老
岳
周
辺
は
裸
安
林
の
指
定
を
う
時
て
毒
り
、

重
要
な
水
源
蕊
養
林
と
な
っ
て
い
愚
こ
と
。
こ
の
罵
辺
を
水
源
と

計
画
は
、
大
滝
地
区
と
と
美
笛
地

区
と
に
分
け
ら
れ
、
両
地
区
を
合
わ

せ
て
通
年
観
光
を
図
る
と
い
う
も
の

で
す
。
大
滝
地
区
は
、
。
対
象
面
積
四

五
○
ヘ
ク
タ
ｉ
ル
。
白
老
岳
西
斜
面

に
ス
キ
ｉ
場
（
リ
フ
ト
六
基
。
八
コ

ｉ
ス
）
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
種
ツ
ジ
、

駐
車
場
、
展
望
台
、
テ
ニ
ス
コ
！
‐
ｒ
、

可

◎
観
光
開
発
の
名
の
も
と
に

国
立
公
園
が
誕
生
し
て
、
今
年
で
五
十
１
年
。
半
世
紀
を
む
か

え
た
わ
け
で
す
。
北
海
道
に
ば
、
阿
寒
。
大
雪
山
（
昭
和
九
年
指

定
）
、
支
笏
洞
爺
（
昭
識
一
千
四
年
）
、
知
床
（
昭
和
三
十
九
年
）
、

利
尻
・
礼
文
サ
ロ
ベ
ッ
（
昭
和
四
十
九
年
房
五
ケ
所
。
こ
れ
ら
国

立
公
園
は
い
づ
れ
も
自
然
公
幽
法
に
基
づ
い
て
指
定
き
れ
て
い
ま

す
。
同
じ
く
自
然
公
園
法
に
よ
り
ゞ
国
立
公
園
に
準
じ
て
指
定
塁

れ
る
・
の
が
国
定
公
園
。
わ
が
国
溌
大
の
面
積
を
も
つ
日
高
山
脈
襟

裳
は
昭
和
五
十
六
年
に
、
や
っ
と
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
立
・
国
定
合
お
せ
て
九
ヶ
所
、
・
六
四
九
・
四
三
八
へ
ク
タ

↑
ル
に
及
び
ま
す
。

聖
域
と
も
い
え
る
保
護
区
◆
国
立
公
鰯
が
観
光
熊
発
。
道
路
。

ダ
ム
・
森
林
伐
採
な
ど
に
よ
っ
て
、
脅
か
さ
れ
て
い
き
た
の
は
、

今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
自
然
の
影
に
、

必
ず
と
・
い
っ
て
い
い
ほ
ど
破
壊
の
爪
跡
が
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
再
び
国
立
公
園
が
集
中
的
腫
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

函
細
細
坐
。
２
溌
卵
恥
鰡
媚
蒙
ｉ
Ｌ
い
い
．
渉
ハ
秒
恥
認
奉
エ
鵬
職
叡
９
０
４
ワ
ゲ
も
・
鏑
、
ｗ
・
４
，
１
－

坐
舎
Ｙ
〈
械
銅
”
ｗ
蝿
繩
翻
・
ｗ
ｙ
叩
ツ
ザ
，
銅
！
１
１
１
挫
画
誌
毒
恥
蠅
心

観
光
開
発
が
可
龍
な
場
所
は
公
園
ｉ
）
か
残
さ
れ
て
い
な
く
。
本
州

ノ

巾

１
１

す
る
川
が
数
多
く
あ
り
、
森
林
伐
採
に
よ
る
洪
水
な
ど
・
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
三
つ
目
に
、
支
笏
湖
の
水
質
汚
染
。
現
状
で
さ
え
汚

Ｑ
Ｐ
ｆ慰
染
が
進
む
中
咋
大
規
模
レ
ジ
ャ
！
施
設
の
出
現
に
よ
り
、
一
層
悪

化
す
る
こ
と
。
そ
し
定
溌
後
に
、
お
い
し
い
と
こ
ろ
（
利
益
）
・
の
大

半
は
、
本
州
資
本
に
も
っ
て
い
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
．
第
三

セ
ク
タ
↑
の
資
本
配
分
は
、
市
。
村
が
三
、
民
間
が
七
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
種
・
の
開
発
で
よ
く
み
ら
れ
る
〃
う
ま
み
は
本
州
へ
、

ゴ
ミ
は
地
元
に
〃
と
い
っ
た
と
こ
愚
で
し
ょ
う
か
。
Ⅷ
支
笏
湖
は
、

札
幌
と
い
う
大
都
市
に
近
い
わ
り
に
、
良
好
な
自
然
環
境
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
恵
庭
岳
。
風
不
死
岳
・
樽
前
山
と
い
う
山
々
に
囲

ま
れ
、
お
ち
つ
い
た
湖
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ヒ
グ
マ
を
は
じ
め
、

多
く
・
の
動
植
物
の
生
活
・
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
・
の
支
笏
湖
に
都

市
型
レ
ジ
ャ
Ｉ
施
設
を
つ
く
り
、
人
を
大
量
に
入
れ
る
こ
と
は
、

と
り
も
な
お
言
ず
、
大
き
な
・
目
然
破
壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
支
笏
湖
が
狙
わ
れ
て
い
愚
“

滝
笛
環
境
振
興
協
議
会
の
計
画
概
要
書
（
昭
和
五
十
八
年
九
月

一
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
発
鵡
は
、
千
畿
市
の
昭
和
荒
十
六
年
度

か
ら
一
○
ヶ
年
で
ス
タ
ｉ
卜
蚤
せ
た
「
千
歳
市
第
三
期
総
合
開
発

計
画
」
に
あ
り
、
こ
・
の
中
で
支
笏
湖
周
辺
の
観
光
開
発
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
単
独
・
の
開
発
が
無
理
と
な
る
や
、
隣

村
の
大
滝
、
日
本
航
空
、
ヤ
マ
ハ
（
日
本
楽
器
製
造
）
・
の
資
本
参
加

を
与
て
、
今
は
や
り
・
の
第
三
セ
ク
タ
Ｉ
を
設
立
し
よ
う
と
し
ま
し

酷
似
し
た
計
画
が
大
雪
由
・
の
美
瑛
富
士
に
も
お
き
て
い
ま
す
。

雑
ず
で
腱
飽
和
状

態
で
、
北
海
道
し

か
な
い
と
で
も
い

う
・
の
で
し
ょ
う
か
。

支
笏
洞
爺
・
の
「
滝

笛
環
境
資
源
振
興

計
画
」
が
そ
れ
で
す
。

た
｡

’
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自
信
が
あ
る
が
、
日
高
・
の
血
へ
来
愚
磯
会
が
な
か
な
か
な
い
と
い
う

人
が
多
く
、
こ
・
の
企
画
を
待
望
ん
で
い
た
と
い
う
人
ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
企
画
・
の
目
標
は
、
す
で
に
半
分
織
達
登
ら
れ
て
い
た
。

八
月
四
日
、
朝
三
時
半
起
床
し
、
五
薄
出
発
、
本
峰
直
下
．
の
．
Ｉ

ル
を
キ
ャ
ン
プ
地
に
し
、
そ
こ
を
十
一
時
半
に
出
発
、
幽
頂
へ
緯
、

十
三
時
に
到
着
し
た
。
《
キ
ャ
ン
プ
地
ま
で
は
、
全
員
で
来
た
・
鋤
遁
が
、

山
頂
へ
登
る
競
後
・
の
登
り
で
、
三
十
オ
侭
の
二
人
が
途
中
下
出
す
愚

こ
と
と
な
っ
だ
．
二
人
と
も
憧
れ
な
い
荷
物
を
し
よ
っ
た
こ
と
と
、

帰
り
・
の
こ
と
を
考
て
・
の
こ
と
だ
っ
た
．
健
康
上
は
何
も
間
題
は
露
ぬ

ら
れ
な
か
っ
た
・
の
で
、
す
ぐ
に
私
が
同
行
し
て
キ
ャ
ン
プ
サ
ィ
ト
ま

で
、
下
山
し
た
。

残
り
・
の
山
頂
へ
行
つ
だ
本
隙
腫
、
サ
ブ
リ
．
ｒ
ダ
１
以
下
十
四
時
半

に
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ー
ｆ
へ
到
着
、
そ
・
の
日
織
夕
食
を
作
り
、
そ
め
あ
と
、

ガ
ス
・
の
あ
い
闇
か
ら
時
々
見
え
愚
日
高
・
の
山
々
と
ペ
テ
ガ
吻
岳
本
蜂

を
、
日
・
の
く
れ
る
・
ま
で
二
時
間
余
り
も
な
が
め
篭
い
た
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
皆
登
頂
し
た
安
譜
患
と
日
高
の
幽
脈
へ
の
郷
愁
か
ら
か
、

参
加
者
に
と
っ
て
印
象
深
い
終
日
を
迎
え
て
い
た
。

八
月
五
日
、
朝
、
三
時
半
起
素
。
五
時
出
発
、
途
中
、
国
学
驍
大
、

中
央
大
、
横
浜
の
社
会
人
ク
ラ
ブ
を
ど
四
パ
＃
テ
ィ
ト
と
す
艇
違
う
。

ほ
と
ん
ど
が
電
内
龍
か
ら
の
樹
ｉ
テ
ィ
＃
だ
っ
た
。
圏
嵩
鐸
麹
娃
全

国
的
な
凡
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
鋪
ら
番
れ
る
と
と
も
腱
、
遭
内
パ

ー
テ
ィ
Ｉ
が
少
な
ど
｝
と
を
黙
●
し
く
患
っ
這

十
時
過
ぎ
筵
ペ
テ
ガ
サ
出
荘
到
着
、
皆
、
い
ぎ
い
き
と
し
て
い
だ
。

◎
計
画
の
一
部
変
更

今
年
に
入
い
り
、
ヤ
マ
ハ
が
第
三
セ
ク
タ
＃
・
か
ら
ぬ
澱
愚
こ
と

毎
』

に
な
り
、
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ヤ
マ
ハ
の
撤

退
の
意
図
猛
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
が
遅
れ
る
こ
と

は
確
実
で
す
。

さ
ら
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
も
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
白
老
岳
を
中
心
と
す
る
開
発
は
、
大
滝
村
と
民
間
（
道
内

観
光
資
本
）
踵
よ
っ
て
、
瀧
畔
は
、
千
識
市
と
日
本
航
空
、
他
数

社
が
加
わ
る
予
定
で
す
。
開
発
・
の
主
体
は
各
々
変
わ
り
ま
し
た
が
、

計
画
そ
・
の
も
の
は
変
わ
ら
ず
、
早
期
着
工
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

◎
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
傷
跡
を
再
び

支
笏
洞
爺
国
立
公
園
と
い
え
ば
、
一
九
七
二
年
・
の
札
幌
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
、
男
女
滑
降
コ
ト
悪
が
恵
庭
岳
に
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
・
の
面
積
四
四
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
国
鰐
的
エ
ベ
ン

ト
か
自
然
保
護
か
で
大
揺
れ
に
揺
蕊
た
こ
と
ば
、
ま
だ
私
た
ち
・
の

記
憶
に
残
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
会
終
了
後
、
当
初
の
約
束
ど
お
り
、

復
元
作
業
が
開
始
き
れ
、
二
億
円
ち
か
い
お
金
が
つ
ぎ
こ
ま
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
十
三
年
た
っ
た
今
も
、
無
惨
な
傷
跡
を
さ
ら
し

て
い
ま
す
。
一
度
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
自
然
を
取
り
も
ど
す
こ
と

が
、
い
か
に
臨
難
か
を
思
い
し
ら
さ
れ
ま
す
。

今
再
び
、
湖
畔
で
そ
・
の
二
・
の
舞
い
を
し
よ
う
と
い
う
・
の
で
し
ょ

う
か
。
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明
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吋

瓜

剖

■

Ｂ

Ｆ

』

■

Ｆ

１

■

“

■

■

Ｉ

。

■

■

二

石

。

□

■

■

Ｕ

ｌ

０

』

■

、

日

山

田

ト

Ｌ

ｒ

い
患
い
ろ
な
人
が
記
念
写
真
を
と
り
合
っ
て
い
た
。
東
京
の
二
八
も
、

京
都
の
人
も
、
六
十
一
オ
・
の
と
う
各
ん
も
、
五
十
六
才
・
の
か
あ
さ
ん

も
、
十
九
才
の
女
子
大
生
も
。

静
内
か
ら
参
加
各
れ
た
方
は
、
次
・
の
詩
を
送
っ
て
き
て
く
れ
た
。

憧
鼠
・
の
ペ
テ
ガ
リ
岳
の

ど
＃
ク
に
立
つ
罐
み
ん
な
・
の
顔
は

汗
と
霧
と
感
泣
に
濡
れ
て
い
た

山
荘
腱
戻
っ
た
み
ん
な
・
の
顔
織

安
譜
と
達
成
と
連
帯
・
の
喜
啄
に

包
ま
れ
て
い
窓
。

京
都
か
ら
・
の
参
加
者
は
、
『
比
良
幽
・
の
自
然
を
守
る
会
」
・
の
パ
ン
ダ
“

ナ
を
送
っ
て
来
て
く
れ
た
。

鯉
蕊
出
発
後
、
東
＃
沢
ダ
ム
と
道
路
工
事
の
現
場
を
見
だ
。
道
路

が
つ
勝
ら
れ
た
幽
協
雄
熊
落
し
、
そ
｜
”
石
が
沢
を
埋
め
つ
く
し
日
高

鈴
幽
中
鈴
面
影
韓
な
か
っ
た
。
こ
・
の
林
道
は
道
内
で
も
最
も
ひ
ど
い

林
道
超
る
う
．
横
断
遭
難
建
設
等
与
の
議
論
は
是
非
と
も
こ
・
の
現
場

を
見
て
か
ら
、
し
て
瓢
た
だ
選
た
電
た
と
え
、
百
歩
譲
っ
て
生
活

道
路
と
し
て
必
要
猫
と
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
山
肌
を
削
っ
て
道
路
を

通
し
て
い
い
も
・
の
溜
ろ
う
か
．

十
七
時
繩
擢
駅
口
腱
到
着
．
帰
り
の
パ
ス
で
ば
歌
ま
で
飛
び
出
し
、

六
十
一
才
鞠
と
う
各
ん
が
歌
い
麓
し
た
．
五
十
六
才
の
港
ぱ
ち
ゃ
ん

が
幽
絢
か
わ
り
漣
な
っ
て
、
も
う
こ
れ
以
上
、
無
用
な
自
然
破
壊
繊

や
め
て
ほ
し
い
と
訴
え
通
。
棄
京
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
札
幌
味
の

鏑 念 睡到 －

－41■

！

八
月
三
～
五
日
腱
、
現
態
視
察
と
ペ
テ
ガ
リ

岳
出
行
を
兼
飽
た
日
高
自
然
セ
ミ
ナ
ｔ
を
開
催

し
た
。
非
常
に
多
く
・
の
参
加
者
が
殺
到
し
た
が
、

二
十
人
以
上
の
参
加
は
、
キ
ャ
ン
プ
地
な
ど
の

制
総
も
あ
り
残
念
な
が
ら
、
先
着
順
に
二
十
人

で
断
っ
た
。
参
加
者
ば
東
京
の
親
子
二
名
京
都

一
名
を
含
識
二
十
四
名
で
、
そ
の
う
ち
、
小
樽

労
幽
四
名
、
中
央
労
山
二
名
、
ピ
ォ
レ
ニ
名
、

山
び
こ
一
名
で
労
出
か
ら
・
の
参
加
者
は
九
名
。

山
行
．
↑
ｘ
の
リ
ー
ダ
ー
、
サ
プ
リ
ー
ダ
ー
、

装
備
、
食
糧
等
の
準
備
を
こ
・
の
中
の
八
名
で
担

当
し
鏑
当
日
を
迎
え
た
．

八
月
三
日
、
朝
九
時
、
札
幌
駅
北
口
集
合
、

九
時
半
に
磁
発
。
こ
の
日
は
、
ペ
テ
ガ
リ
山
溌

ま
で
・
の
林
道
を
視
察
し
な
が
ら
山
荘
へ
は
い
つ

だ
。
パ
↓
〈
の
中
で
、
自
己
紹
介
と
兼
ね
て
い
る
い

愚
と
参
期
の
理
由
等
を
聞
い
て
み
た
が
、
ほ
と

ん
ど
・
の
人
は
日
高
・
の
山
へ
は
い
っ
て
み
た
い
と

い
う
人
で
髄
半
数
は
「
五
十
平
方
ミ
リ
声
・
の
買

い
取
り
運
動
」
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
山
へ
い
つ
・
て
お
り
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十
選
ま
で
謡
介
昌
れ
た
。

と
に
か
く
な
ご
や
か
滝
っ
趣
。
ペ
テ
ガ
リ
漣
来
て
よ
か
っ
た
。

こ
↑
の
企
画
が
終
わ
っ
て
、
参
翻
者
の
う
諺
二
人
が
中
央
労
麹
腫
入

会
し
、
数
人
の
人
が
自
然
擬
護
団
偉
連
合
・
の
会
員
腱
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
感
動
的
な
感
想
文
が
、
一
通
ま
た
一
通
と
寄
唾
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。

現
在
こ
の
横
断
道
路
は
着
工
各
れ
、
こ
れ
を
中
止
に
す
る
展
望
ば

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
参
靭
者
職
少
な
く
と
も
、
日
高
・
の

山
が
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
薮
幽
腱
な
っ
態
こ
と
、
そ
う
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
こ
こ
に
道
路
を
作
る
こ
と
が
そ
め
出
を
鍔
つ
げ
る
繪

果
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
職
っ
鷺
り
と
錨
９
ま
し
だ
。

こ
・
の
企
画
を
や
つ
篭
よ
か
っ
た
と
思
轆
ま
す
。

室
悶
昇

景
内
久
恵

今
回
、
日
高
セ
ミ
ナ
ト
‐
に
参
加
出
来
た
星
と
非
常
に
喜
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ
ナ
１
期
間
中
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

自
然
保
護
団
体
連
合
・
の
方
々
、
山
岳
連
盟
・
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

個
人
的
に
言
え
ば
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
山
頂
に
立
て
だ
こ
と
、
な
に
よ

り
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
自
分
・
の
足
以
外
に
頼
る
も
・
の
が
な
い
と

塚
田
昌
克

，
ペ
テ
ガ
リ
岳
・
の
頂
上
に
立
つ
こ
と
は
、
私
の
宿
題
で
あ
っ
た
。
四

月
に
転
勤
で
北
海
道
平
取
養
護
学
狡
静
内
ペ
テ
ガ
リ
の
鰯
分
校
に
勤

務
す
る
よ
う
に
な
り
、
年
内
に
は
ど
う
し
て
も
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
そ
・
の
目
的
（
宿
題
）
が
果
た
せ
て
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
ば
な

い
。
霧
の
中
に
す
っ
ぽ
り
包
ま
れ
て
、
見
え
る
も
の
と
い
え
ば
、
頂

上
の
ケ
ル
ン
や
石
こ
ろ
と
周
闘
の
ハ
イ
マ
ツ
芯
け
港
つ
だ
が
、
頂
上

に
立
っ
た
人
た
ち
の
顔
や
声
は
喜
び
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

私
は
、
知
恵
遅
れ
の
子
供
た
ち
の
教
育
に
携
わ
っ
て
堀
る
が
、
子

供
の
生
命
や
人
格
を
尊
軍
す
る
こ
と
と
自
然
を
擁
護
す
る
こ
と
と
は

共
通
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
回
の
、
日
高
セ
ミ
ナ
ｉ
や
山
行

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
と
目
的
達
成
の
た
め
に
努
力
し
た
こ
と
を
子

供
た
ち
に
機
会
を
み
て
教
え
て
や
り
た
埴

リ
ー
ダ
ー
、
サ
ブ
リ
ｉ
ダ
ｉ
・
の
方
々
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

近
藤
秀
顕

ペ
テ
ガ
リ
登
山
は
初
心
者
の
私
腫
と
っ
て
ば
、
非
常
に
厳
し
い
登

山
で
あ
っ
た
と
同
時
に
自
分
自
身
の
意
志
で
登
っ
た
以
上
ば
他
人
に

感
想
文

参
加
者
の
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
数
々
・
の
感
想
文
・
釣

一
部
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

薮
配

１
１
１

、

い
う
こ
と
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
初
め

て
・
の
遜
験
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
不
安
で
も
あ
り
恐
儲
で
し
た
が
、

そ
れ
も
、
無
事
登
鯉
を
震
え
た
こ
と
雪
、
こ
・
の
上
潅
い
感
動
と
な
っ

て
大
き
な
満
足
患
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ペ
テ
簿
リ
謹
荘
ま
で
●
の
道
々
日
高
横
断
道
路
の
こ
と
に
つ
い
て
話

を
闘
零
、
実
際
に
ダ
ム
建
謹
の
現
鶚
を
見
て
、
人
簡
と
い
う
も
め
が

い
か
に
大
き
鐘
力
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
主
星
そ
の
力
を
過
信
し
、

愚
か
な
行
為
を
重
懲
て
い
遥
か
、
痛
感
し
ま
し
た
、
道
路
、
ダ
ム
建

設
ば
蕊
が
想
像
し
て
辮
彪
以
上
に
大
鏡
模
に
進
行
し
て
い
ま
し
た
．

無
残
腱
え
ぐ
り
取
ら
れ
だ
幽
協
を
見
て
い
る
と
と
て
も
心
が
浦
み
ま

す
雪
こ
め
地
上
強
臓
、
人
潤
だ
げ
が
生
・
の
営
み
を
し
て
い
愚
の
で
ば
な

く
、
虫
や
勤
鞠
、
楢
鞠
な
ど
識
々
な
生
が
存
在
し
て
い
る
、
人
間
以

外
・
の
生
を
無
視
し
て
い
る
と
人
濁
の
生
そ
・
の
も
の
も
あ
や
鐙
ま
れ
て

し
ま
う
に
違
い
な
い
・
の
で
す
．
ペ
テ
ガ
リ
山
荘
ま
で
の
糧
末
な
山
道

・
で
蓄
え
も
、
ど
れ
程
繊
草
や
木
を
蟻
牲
に
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
幽
道
脇
の
草
木
ば
そ
こ
を
ゆ
く
単
の
舞
い
上
げ
愚
土
ぼ
こ
り
で

泥
滝
ら
職
で
し
鐘
。
こ
の
上
横
断
道
路
な
る
も
の
を
作
れ
ば
。
。
。

考
え
愈
懲
吟
で
も
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
破
壊
を
許
し
て
ば

い
げ
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
出
へ
登
り
た
い
、
こ
れ
は
矛
盾
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
も
婚
も
人
が
山
へ
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
自
体
が
厳
密

に
言
え
ば
破
壊
か
も
し
鯉
な
い
、
し
か
し
山
へ
登
っ
て
素
晴
し
い
自

然
に
出
会
う
こ
と
で
そ
・
の
尊
邉
や
偉
大
さ
も
実
感
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
日
高
セ
ミ
ナ
ｉ
を
鵜
え
て
、
大
駕
な
感
動
を
覚
え
る
と
同
時
に

い
ろ
い
場
な
事
を
考
え
塔
せ
ら
れ
ま
し
た
。

迷
惑
を
か
け
ず
に
下
由
す
る
事
を
蕊
一
に
考
え
て
い
た
・
の
で
頂
上
ま

で
は
登
れ
ま
せ
ん
で
し
輝
が
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
ば
、
非
常
に
満

足
で
き
る
登
山
で
あ
る
と
同
時
に
登
山
に
対
す
る
厳
し
さ
と
よ
り
以

上
の
素
晴
し
き
を
球
わ
い
こ
れ
を
自
分
の
山
登
り
・
の
第
一
歩
と
し
て

長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
高
の
道
路
建
設

に
つ
い
て
は
、
自
分
と
し
て
は
こ
・
の
道
路
建
設
自
体
全
く
無
駄
な
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
・
の
確
認
が
出
来
た
と
思
っ
て
い

ま
・
す
。
た
だ
保
護
運
動
の
中
で
第
三
者
的
の
立
場
に
い
る
も
の
と
し

て
は
、
反
対
運
動
の
反
対
ば
か
り
強
調
す
る
・
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

具
体
的
に
人
観
と
自
然
の
共
存
・
の
た
め
・
の
最
低
限
の
保
護
が
必
要
で

あ
る
事
な
ど
を
解
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
、
今
回
に
お
い

て
も
現
に
あ
る
ダ
ム
エ
事
・
の
道
や
林
道
を
使
っ
て
、
登
山
を
す
る
以

上
今
あ
る
林
道
自
体
は
必
要
溌
小
限
で
認
め
る
と
し
て
も
、
た
だ
こ

の
林
道
で
も
多
く
・
の
自
然
破
壊
が
起
き
て
い
る
・
の
で
こ
れ
以
上
・
の
破

壊
を
し
な
い
た
め
に
日
寓
の
道
路
建
設
に
反
対
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
現
状
・
の
林
道
自
体
も
認
め
な
い
の
か
、
は
っ
善
り
・
し
た
主
張
を
し

て
ほ
し
い
。

り
Ｉ
ダ
！
、
サ
ブ
リ
ｉ
ダ
↑
の
方
々
に
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
し

た
、
自
分
と
し
て
は
非
常
に
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
参
加
で
し
だ
。
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